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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●5 月の動向 

2026 年 5 月（税抜） 2025 年 5 月（税抜）  

※全農建値 649 円/㎏（39 円高） 610 円/㎏ 

5 月は出荷頭数が全国的に減少傾向となったもののゴールデンウィーク明け以降、行楽需

要が落ち着いたため、枝肉相場は下落し 600 円前半～600 円半ばで推移した。 

 
 

●輸入動向 

 
 

●6 月の動向 

6 月の出荷頭数については、前年同月減と予測。 

 
6 月は、気温上昇による影響で出荷頭数は減少し、高値での相場展開が予想される。 

全農建値（税抜）予測レンジは 650 円～700 円とする。  

肉豚インフォメーション（5 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

 

●5 月の動向 

頭数の減少による品薄感から、GW 明けも引き合いが強いまま推移した。和牛は 3・4 等

級を中心に底堅く、交雑牛は先月から引き続き、全体的に高値となった。 

●6 月の動向予測 

6 月は梅雨入りで相場も落ち込む時期のため、先月より相場は下がるものの、出荷頭数

の減少が見込まれるため、下物相場は底堅くもちあいで推移すると予想される。 

6 月相場は「もちあい」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2,600 円（税込み）   A4 等級 2,500 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1,850 円（税込み）   B3 等級 1,750 円（税込み） 

●輸入牛肉 

冷蔵品は、現地価格の高止まりや為替相場の影響等がある中、５月は、大型連休後の不

需要期であるところ、主要輸入先である豪州産で前年のような通関のずれが見込まれない

ことに加え、主要輸入先である米国産の輸入量の減少が見込まれること等から、前年同月

を大幅に下回ると予測する。６月も、引き続き豪州産や米国産の輸入量の減少が見込まれ

ることから、前年同月をかなりの程度下回ると予測する。なお、３カ月平均では、前年同

期をかなりの程度下回ると予測する。 （ALIC 牛肉の需要予測について ５月２７日）  

肉牛インフォメーション（5 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●5 月の動向 

〇牛肉 

 5 月はゴールデンウィークの行楽需要により、BBQ 向け焼き材の需要が活発であった。 

 輸入牛肉は円安や中東情勢の影響により前年比で約 3 割高騰しており、飲食店では輸入

牛から交雑牛や和牛への代替も見られた。 

〇豚肉 

 行楽需要により、バラやカタロースなど焼き材中心の販売が見込まれたものの、消費者の

節約志向は継続しており、安価なウデやモモなどの動きが中心となった。 

スペイン産の輸入停止の影響で、国産豚肉へシフトする動きから、値上げが見られた。 

 

●6 月の動向予測 

〇牛肉 

６月は「父の日」に向けて一時的な盛り上がりが予想されるが、月全体としては梅雨によ

る消費減退や消費者の節約志向から、需要は安価な切り落としなどが中心となる見込み。 

中旬以降は、お中元用の和牛ギフトも動き始め、特にロイン系等の高級部位の動きも活発

になると予想される。 

〇豚肉 

6 月は気温の上昇や梅雨の影響により食欲が減退しやすく、不需要期となり荷動きは減少

する見込み。 

スーパー・量販店では、冷しゃぶ向けの薄切りスライス（バラ・ロース）や、夏バテ防止

としてスタミナメニュー向けの小間切れ肉などが消費の中心と予想される。 

 

 

●業態別概況 

表：全農いばらき食肉センター 業態別取引先実績（令和 8 年 4 月期） 単位：千円％ 

 

 
 

年度
ＪＡ

どきどき
給食 仲卸関係 食肉専門店 量販店等 飲食店 合計

令和6年度4月 27,165 4,267 27,247 19,259 10,303 5,907 94,148

令和7年度4月 28,335 6,194 38,139 17,420 8,684 5,609 104,381

令和8年度4月 26,841 4,834 41,775 17,939 8,048 6,517 105,954

増減（R7-R8） -1,494 -1,360 3,636 519 -636 908 1,573

対比（R6-R8） 99% 113% 153% 93% 78% 110% 113%

対比（R7-R8） 95% 78% 110% 103% 93% 116% 102%

食肉インフォメーション（5 月） 


